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狩り

子どもたちと一緒に体験してみよう！子どもたちと一緒に体験してみよう！
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体験してみよう
清
ら
か
な
水
と
漢
方
薬
で
育
つ

　
比
較
的
晴
れ
の
日
が
多
く
、降
水
量

が
少
な
い
岡
垣
町
で
は
、古
く
か
ら
ぶ
ど

う
栽
培
が
盛
ん
で
す
。特
に
、漢
方
薬
に

使
わ
れ
る
生
薬
を
原
料
に
発
酵
・
熟
成

さ
せ
た
農
薬
や
肥
料
を
使
い
栽
培
し
た

「
漢
方
巨
峰
」は
、甘
さ
と
コ
ク
が
人
気

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
観
光
農
園
で
は
、毎
年
８

月
下
旬
か
ら
漢
方
巨
峰
狩
り
が
始
ま

り
、家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ
で
賑
わ
い

ま
す
。

　おふたりのご結婚のタイミングで一度は岡垣を離れた山口さ
んご夫妻でしたが、翔空さんが生まれるタイミングでＵターン。そ
れから15年ほど岡垣で生活されています。
　かおりさんは、自身のご両親やごきょうだいも岡垣で暮らして
いるそうで、「その住みやすさをいろいろな方々にお伝えしたい！」
といいます。
　「これまで岡垣では、いろんなフルーツを堪能してきました
が、漢方巨峰狩りの体験は初めてでした。採れたてのぶどうは
とても甘くて、これまで食
べたことのないくらい濃
厚な味わいでとてもおい
しかったです。子どもたち
も貴重な体験をとても喜
んでいました。」
と大満足の様子でした。

　家族は、共同での体験が多ければ多いほど絆は深まります。岡垣町には、様々な体験を得ることができる場が用意されて
います。その中でも新鮮な食材を生かしたフルーツ狩りやソーセージ作り体験が人気です。
　家族は、共同での体験が多ければ多いほど絆は深まります。岡垣町には、様々な体験を得ることができる場が用意されて
います。その中でも新鮮な食材を生かしたフルーツ狩りやソーセージ作り体験が人気です。

　博志さんは高校生のときに２年ほど岡垣に住んでいましたが、
進学で町を離れました。ご結婚後に「自然に囲まれた豊かな暮ら
しを子どもたちにも経験させたい」という思いから、岡垣へ戻ら
れました。
　今回は天然由来の素材を使ったソーセージ作りにチャレンジ。
真子さんは、「詰める工程から成型まで体験しましたが、空気が
入らないようにするのは、難しかったです。
　スタッフの方も明るく元気で優しく、楽しく体験することができま
した。自分で詰めたソーセージはその場で食べることもできるこ

の体験はおススメです。ピ
ザやお菓子を作ることもで
きるので、次回はそちらに参
加してみようと思います。」
と話してくれました。

手
作
り
の
お
い
し
さ
を
学
ぶ

　
社
会
学
習
の
貴
重
な
体
験
と
な
る

「
手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
教
室
」が
町

内
の「
食
育
体
験
フ
ァ
ー
ム
　
ほ
っ
こ
り

農
園
」で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
産
ブ
ラ
ン
ド
豚「
茶
美
豚
」

を
使
い
、ド
イ
ツ
食
肉
加
工
コ
ン
テ
ス
ト

で
金
賞
を
受
賞
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ

ピ
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
、ス
パ
イ
ス
が
き
い

て
い
て
、安
心
・
安
全
な
手
作
り
ソ
ー

セ
ー
ジ
で
す
。

　
３
歳
児
か
ら
参
加
で
き
、夏
休
み
の
い

い
思
い
出
に
、子
ど
も
連
れ
の
家
族
に
は

ぴ
っ
た
り
の
体
験
で
す
。

じゅん

と　  あ

さく    た

インタビューは
こちらから

▶

インタビューは
こちらから

▶

山口 純さん　　               かおりさん
翔空さん （中学３年生）
咲汰さん （小学４年生）

  り　  お

あお   ば
莉桜さん （小学５年生）
碧羽さん （小学1年生）

古賀 博志さん　　           真子さん
優月さん （小学５年生） 湊太さん （小学3年生）

ひろ　し

  ゆ   づき
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そう   た
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